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４） 人的流動 

 
◆日常的な人的流動をみると、横手地域を中心としたものになっている。 

◆また、移動手段をみると、60 代以下は自家用車（自分で運転）の割合が多く、年齢が高い 

程、歩行・自転車、バス等の割合が高い。 
 

(1) 通勤・通学 
 

① 通勤・通学流動 
・通勤・通学流動をみると、横手地域への通勤・通学者が多い。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ２-11 通勤・通学流動 
 

② 利用交通手段 
・通勤・通学の利用交通手段をみると、60 代以下は自家用車（自分で運転）の割合が 50%以上となって

いる。 
・年齢層が高い程、徒歩・自転車、バスの利用が増加している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ２-12 通勤・通学の利用交通手段 

資料：H19 横手市のこれからのまちづくりに関するアンケート

資料：H19 横手市のこれからのまちづくりに関するアンケート
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図 ２-13 通勤・通学流動（参考） 
資料：H12 年国勢調査

《通勤流動》 

《通学流動》 
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(2) 買い物先 

 
① 買い物流動 

・主な買い物先をみると、平鹿、山内、大雄地域では、自地域内より横手地域での買い物が多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ２-14 主な買い物先 
 
 

② 利用交通手段 
・買い物の利用交通手段をみると、60 代以下は自家用車（自分で運転）の割合が 50%以上となってい

る。 
・年齢層が高い程、徒歩・自転車、バス、自家用車（自分以外が運転）の利用が増加している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 ２-15 買い物の利用交通手段 

 

資料：H19 横手市のこれからのまちづくりに関するアンケート

資料：H19 横手市のこれからのまちづくりに関するアンケート
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・消費者購買動向（買回品）をみると、県南では旧横手市の商圏が広く、多くの買物客が旧横手市を訪

れていることがうかがえる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ２-16 消費者購買動向（買回品） 

－参考－ 
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(3) 通院先 

 
① 医療機関 
・横手市の病院数、病院件数割合をみると、横手地域に 40 軒と横手市内の約 6 割の病院がある。 
・また、横手市内 2 軒（平鹿総合病院、市立横手病院）の総合病院も横手地域に位置する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ２-17 横手市の地域別病院数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ２-18 横手市の地域別病院数割合 

資料：ホスピタ JP 
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② 主な通院先 

・主な通院先をみると、平鹿総合病院、市立横手病院等が位置する横手地域への通院が多い。 
・大森地域は、自地域内の通院も多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ２-19 主な通院先 
 
 

③ 利用交通手段 
・通院の利用交通手段をみると、60 代以下は自家用車（自分で運転）の割合が 50%以上となっている。 
・70 歳以上では、通勤・通学(10.3%)、買い物(4.7%)に比べ、バスの利用割合(13.5%)が高い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 ２-20 通院の利用交通手段 

 

資料：H19 横手市のこれからのまちづくりに関するアンケート

資料：H19 横手市のこれからのまちづくりに関するアンケート
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２-２ 中心市街地の現況 

 
１） 人口 

 
◆横手市の中心市街地は、人口の低密度化、高齢化が進んでいる。 

 
(1) DID 地区の人口 

・横手市の DID 地区の人口をみると減少傾向にあり、ここ 10 年で約 2 千人減少している。 
・しかし、DID 地区面積は増加傾向にあり、中心市街地の人口の低密度化がうかがえる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ２-21 DID 地区の人口の推移               図 ２-22 DID 地区の面積と人口密度の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

図 ２-23 地区別人口密度増減（横手地域）              図 ２-24 地区別人口密度増減 
                                              （増田地域、平鹿地域、十文字地域） 
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(2) DID 地区の年齢別人口 

・DID 地区の 65 歳以上の人口は 32.1%となっており、横手市全域(29.4%)を上回っている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ２-25 DID 地区の年齢別人口 
 
 

２） 市街地の店舗数 
 

◆横手市では、大型小売店舗の郊外立地が増加し、中心市街地では空洞化が進行している。 

 
(1) 中心市街地の店舗数 

・横手市の中心市街地では、空き店舗が増加している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ２-26 中心市街地の店舗数の推移 
 

資料：H17 国勢調査 
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(2) 大型小売店舗の立地件数 

・横手市の大型小売店舗の立地件数をみると、DID 地区外の立地件数が多い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ２-27 大型小売店舗の立地件数 
 
 
 

(3) 開設年次別大型小売店舗の立地件数 
・横手地域の開設年次別大型小売店舗の立地件数をみると、近年、郊外に多く開設されている。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 ２-28 開設年次別大型小売店舗の立地件数（横手地域） 
 
 

資料：全国大型小売店総覧 2006 
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